
Ⅰ はじめに 

 「大阪人はせっかちである」という固定観念が私達の頭の中にある。先を急いで心の落

ち着きがないさまを”せっかち”というがはたしてどうなのか?赤信号は自分が行きたい方向

への道筋を遮り、自分の時間さえも規制する。つまり自分の意思に反する行動を不本意に

も強いられるわけである。こういうシチュエーションの時に最もその状況に置かれた人の

性格がでると思い、元祖大阪人と大阪から離れている岡本の人々の赤信号時の行動を調査

することで大阪人の”せっかち”度合いが測れるのではないかと考えた。 

 

 

Ⅱ 作業仮説 

 大阪人は確実に信号無視をする確立が高いと思う。それは地域柄からかどうなのかは判

断しかねるが、岡本の人々に比べるとかなりの率で上回るはずである。しかし、どこの地

域であっても子供づれの大人や老人は必ず信号は守ると思う。赤信号時の人々の行動を観

察することで数字だけでは見えない何かが見えてくるのではないかと考えている。 

 

 

Ⅲ 調査概要 

● 調査項目   調査実施日時・・・日曜日で大阪、岡本ともにお昼でなるべく時間帯の

差が出ないようにした。 

年齢・・・     小学生、中学生、高校生、大学生、大人(大学生以上

で 60 歳代までの人)、老人(60 歳代以上)とする。 

               人数・・・    “赤信号みんなで渡れば怖くない”という言葉がある

ように、一人と複数とでは赤信号を渡る確立は変わ

ってくるのではないか。 

        交通手段・・・    徒歩、自転車に分けている。交通手段が異なること

によって違いが出てくるのではないかと考えた結

果である。 

 

● 調査場所基準   交差点を渡る自動車の台数は一分間に 15 台の交通量の所を選んだ。 

● 調査場所基準(大阪) 大阪は他都道府県の人々もたくさん訪れるのではないかと思

ったので、阪神、阪急、JR の駅より離れた地元大阪の人が使う

ような交差点を選んだ。 
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 大阪版  

■ 調査日時   2002 年 5 月 19 日 13:30～14:30 

■ 調査場所   大阪府豊崎町三丁目の交差点 

■ 調査方法   赤信号時の人々の行動を観察 

■ 一分間に交差点を通る車の量   15 台/分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岡本版  

 ■ 調査日時 

 ■ 調査場所  

■ 調査方法  

■ 一分間に通

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像

 

画像は割愛 
 

 2002 年 5 月 19 日 15:30～16:10 

 兵庫県岡本二丁目の交差点 

 大阪の調査方法と同じ 

る車の量    15 台/分 
は割愛 
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Ⅳ 集計・分析 

号無視した年齢別・地域別比較の

分布を表している。同じように大

人が高い割合をしめている。老人

と子供づれの親子は信号を守る

と仮説を立てていたが、この仮説

ははずれてしまった。親子づれは

特に信号を守ることのお手本を

子供に見せなければならないは

ずであるのに無視するという予

想外の結果が出て非常に驚いた。

実際観察していてもひやっとさ

せられる場面が目立った。 

図１は信号を守った年齢別・地

域別比較の分布を表している。グ

ラフを見ると、特に大人が大阪、

岡本共に信号を守っていること

が際立って現れている。 

0

5

10

15

20

25

30

人数

年齢

図１　信号を守った年齢別・地域別比較
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図２は信号を無視した年齢

別・地域別の分布を表している。

グラフを見てもらうと、さきほど

図１で信号を守っている年齢は

大人が圧倒的に多かったのに対

し、図２では信号無視をしている。

このアンビバレンスに非常に驚

いた。 

 

 

 

図３は危険を冒してまでも信

図２　信号を無視した年齢別・地域別比較
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図３　危険を冒してまでも信号無視した年齢別・地域別比較
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図４　大阪における人数別赤信号時の行動
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図５　岡本における人数別赤信号時の行動

複数人

一人

図４は大阪における人数別

赤信号時の行動を表している。

大阪では一人の場合の方が思

い切った行動をする人が多い。

赤い曲線で囲まれている所は

特に複数人の時との差が明確

に現れている。 

 

 

 

 

図５は岡本における人数別

赤信号時の行動を表している。

赤い曲線で囲まれている所は

図４での同じ項目と比べると

明らかに岡本の方が信号を守

る人が多いことがわかる。一人

で堂々と渡っていく人を何人

もみかけたことから、「赤信号、

みんなで渡れば怖くない」とい

う言葉はうそなのだろうかと

一瞬思ってしまった。 

 

図６は大阪における交通手

段別赤信号時の行動を表して

いる。行動力のない徒歩の方が

車が来ていなかったので渡る

という人数が多く、対岸にすば

やく安全に渡るには自転車方

がよいと思うが、なんとも面白

い結果である。ここでも信号を

守る人は少なく七割の人が信

号を躊躇なく無視し、わが道を

歩んでいる。 

図６　大阪における交通手段別赤信号時の行動
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図７は岡本における交通手

段別赤信号時の行動を表して

いる。六割以上が信号を守っ

ている。図６の大阪のグラフ

と比べるとまるで反対の結果

になっている。 

図７　岡本における交通手段別赤信号時の行動
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では本題の大阪と岡本の信

号無視をする割合を見ていき

たい。図８は地域別赤信号時

の行動を表している。信号を

守るのは岡本人、車がきてい

ないから信号無視をするのは

大阪人というふうに明らかに

きっぱり表れている。やはり

大阪人は「せっかち」だから

なのだろうか?調査した結果

を裏付けるように平成 13 年

度版『警察白書』に次のよう

なデータが載っている。 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

人数

行動

図８　地域別赤信号時の行動
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統計 1-1 都道府県別の交通事故発生状況ランキング(平成 12 年度)  

参考文献:『 年度版警察白書』警察 13 年度 10 月 18 日発行 .314-315 

が

 結論 

かなりの確立で信号無視をしていた。岡本と同じ交通量で同じ横断歩道の長さ

と

順位 都道府県 死亡者数(人) 

１位 北海道 548 

２位 愛媛 443 

３位 千葉 416 

４位 東京 413 

５位 埼玉 389 

６位 大阪 369 

７位 兵庫 341 

８位 茨城 328 

９位 静岡 308 

１０位 神奈川 307 

平成 13 庁 平成  P

統計 1-1 は平成 12 年度交通事故発生状況で死亡者数の都道府県トップテンを表している

大阪府、兵庫県共にランキングされている。平成 12 年度で総数 9066 の人々が交通事故

によって死亡している。 

 

Ⅴ

大阪人は

いう条件の元で調査したにも関わらず、明らかに数字に差がでている事は驚きだった。

調査結果を分析していてひとつ気がかりなのは項目の大人の年齢層の幅が広すぎたのでは

ないかと思っている。そうがゆえに赤信号時の行動において大人の比率が他と比べて高い

はそのことが関係している可能性もなくはないのではないかと考えている。大阪人が当た

り前のように信号無視をするのは単なる地域性によるものなのだろうか。「いらち」という

のは他の標準語に置き換えるのが難しい大阪弁。「せっかち」というのが似ているようだが

どうもぴったりこない。川島令三さんの『全国鉄道事情大研究 大阪都心部・奈良編』(草

思社)の冒頭に関西人気質の一面を改めて思い知らされる記述がある。関西人は「どけち」

で「いらち」である。とかかれている。川島令三さんだけでなく、大阪付近に住んでいる

私自身もそう感じる。具体的な例を挙げてみると、近鉄東大阪駅の利用者が少ない、とい

う話を聞いたことがある。近鉄奈良線のバイパス路線として作られ便利になったはずなの

に利用する客は少ないらしい。理由は簡単で東大阪線はすべて各駅停車、その上運賃が高

くつくから利用者が増えないらしい。つまり「どけち」で「いらち」な関西人の気質を考

慮せずに作ったから思ったように客足が伸びないということだ。この「いらち」と「どけ

ち」の気質を逆手に取ったのが近鉄の特別戦略であるといえる。つまり特別料金をとる代

わりに、思い切りスピードを上げる電車を頻繁に走らせる。特急料金を払うのをもったい

ないと思う「どけち」の心情より、「それでも早く目的地へ行きたい」という「いらち」の

 ６



心情が勝つ、と見こした戦略で

ある。「いらち」ということに

関して本題である信号機にも

言えるもってこいの例がある。

大阪の阪急梅田駅と JR 梅田駅

とをつなぐ交差点に設置され

ている信号機(右写真-1)はあ

まりにも歩行者が信号を守ら

ないので、業を煮やした当局が、

信号機に次の青になるまでの

待機時間を表示している。この

表示は５秒単位で表示が変わ

っていくのだが、残りの 10 秒に

る前に人々が交差点を渡り始める

か・・・。私が大阪を訪れるとき

ミのひとつも言いたくなることも

に歩調はいたって速い。なんとも

だが、一歩でも早くというのは「

う大阪人の「どけち」精神の発露

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

  

 

写真- 1
なるともう変わらない。なぜか?それは信号機が青に変わ

からである。大阪人の信号無視は公認済みなのだろう

いつも「そんなに急いでどこいくねん！？」というイヤ

ある。しかし気が付けばそう考える私も周りと同じよう

情けない。それもこれも「いらち」の遺伝子のなせる技。

合理性」の証明、時間を無駄にしてはもったいないとい

であるといえるのではないだろうか。 
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